
工 事 概 要

共 通 仕 様

安 全 管 理 等

図面及び特記仕様書に記載されていない事項については、

与えないよう考慮し、また、安全管理に万全を期すること。

による。

解体建築部と隣地の間は適切に養生を行うこと。
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２特 記 仕 様 書 　 案 内 図

東金市 都市建設部 都市整備課

解 体 工 事 施工業者は、建築基準法（昭和25年法律第201号）第15条第1

 特 記 仕 様 書

●

殿廻消防機庫解体工事

殿 廻 消 防 機 庫 解 体 工 事

工事場所：東金市殿廻６４６番地

消防機庫の既存建築物（木造２階建て １棟）を解体する。

既存建物が隣接した敷地での作業となるため周辺環境に影響を

【建設副産物】

１．共通事項

　　に基づき、本工事に係る「再生資源利用計画書」及び「再生資源利用促進計画書」を「建設リサイクルデー

　　　また、計画の実施状況（実績）については、「再生資源利用実施書」及び「再生資源利用促進実施書」を

　　　◎作成対象工事

　　　　請負金額 1,000千円以上のすべての工事について建設資材利用、建設副産物の発生・排出の量の大小及

　　　び有無にかかわらず作成する。

　２）建設副産物の処理に先立ち、別紙の「建設副産物処理承認申請書」を作成し、監督職員の確認を受け、同

　　申請書を2部提出すること。

　３）建設廃棄物の処理を委託する場合は、運搬あるいは処理について許可業者と各々建設廃棄物処理契約を締

　　結し、「建設廃棄物処理委託契約書」を監督職員に提示するとともに、同契約書の写しを提出すること。

　４）建設副産物の処理完了後速やかに、別紙の「建設副産物処理調書」を作成し、２部提出するとともに、実

　　際に要した処理費等（受入伝票、写真等）を証明する資料を監督職員に提出し確認を受けること。

　５）建設廃棄物の処理にあたって、産業廃棄物管理票制度に基づく紙マニフェスト方式による場合は、複写式

　　　また、電子マニフェスト方式による場合は、建設廃棄物の引渡し時、運搬終了時及び処分終了時に登録し

　　た情報をパソコンにより印刷し提出すること。

２．建設廃棄物

　　本工事により発生する

　　後一年間保存しておくこと。

　　入力システムにより作成し、電子媒体と出力した様式を各１部提出するとともに、これらの記録を工事完成

　　　なお、「建設リサイクルデータ統合システム－COBRIS－」は、これを無償貸与する。

　　タ統合システム－COBRIS－」により作成し、施工計画書に含め各１部提出すること。

 

　１）｢千葉県建設リサイクル推進計画２０２０｣及び「千葉県建設リサイクル推進計画２０１６ガイドライン」東金市殿廻６４６番地

　　伝票のＤ票（及びＥ票）の写しを提出すること。

・消防機庫（１９９５年建築）　60.0㎡

　２）コンクリート塊（4.3ｔ）は、東金市小野字大原地先、片道運搬距離約10.0㎞の

　３）その他がれき類（ 4.7m3）は、東金市小野字大原地先、片道運搬距離約10.0㎞の

 

　　なお、運搬に先立ち受け入れ条件等を確認し、監督職員に報告するものとする。

　　工事発注後、事情により上記の指定処理により難い場合は、監督職員と協議するものとする。

 

【環境対策】

影響の低減」を推進し、達成するため施工計画書“環境対策”内に、独立した項目として「環境に配慮した工事

実施計画」について記載するものとする。

　工事施工にあたっては、騒音防止及び排気ガス対策を施した機械を使用するものとし、これによりがたい場合

は監督職員の承諾を得なければならない。

 

　受注者は、千葉県が運用を開始している環境マネジメントシステムの構成要素をなす「公共事業における環境

体すること。

設備関係の引込部分はプラグ止等適切に処理すること。

解体建築物は、上屋のみ解体し土間部分を残すこと。

合には、速やかに監督員と協議の上指示承諾を受けること。

解体作業に支障のある樹木等は、監督員との協議による。

そ の 他

項に基づく除却届を千葉県知事に届け出ること。

又、建築物等の解体等を行う前に実施する石綿含有建材の調査

結果を県等に報告すること。(石綿事前調査結果の報告)

施工技術上変更を要する場合、記載外事項で問題が発生した場

当該工事において、設計図書及び特記仕様書に質疑が生じ又は

保 険 本工事については、工事目的物及び工事材料を次に示す内容

で火災保険、組立保険、法定外の労災保険、その他の保険に

に附すること。

(1)　被保険者　　発注者、受注者及びその全下請負人

(2)　保険金額　　請負代金全額

(3)　保険期間　　工事着手のときから工事引渡しまでの期間

なお、保険契約を締結したときは、その証券又はこれに代わる

ものを直ちに監督職員に提示すること。

技術力に関する項目、または地域社会への貢献として評価で

きる項目に関する事項について、工事完了時までに所定の様

式により提出することができる。

創 意 工 夫 受注者は、工事施工において、自ら立案実施した創意工夫や

官公署その他へ

の届出手続等

工事の着手、施工、完成にあたり、関係官公署などへの必要

な手続等は受注者が代行し、遅滞なく行う。

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修建築物解体工事共通仕様書

解体建築物に付属する電気･給排水設備等は屋外を含め撤去解

　１）建築発生木材（29.3m3）は、　千葉市若葉区中野町地先、片道運搬距離約17.0㎞の

　５）混プラスチック（ 0.2m3）は、千葉市若葉区中野町地先、片道運搬距離17.0㎞の

　６）混合廃棄物（ 2.2m3）は、千葉市若葉区中野町地先、片道運搬距離17.0㎞の

　　㈲地引組に運搬し、処理するものとする。

　４）ガラスくず・陶磁器くず（ 1.3m3）は、千葉市若葉区中野町地先、片道運搬距離17.0㎞の

　　㈲地引組に運搬し、処理するものとする。

　　㈱千葉環境ビジネスに運搬し、処理するものとする。

　　㈱千葉環境ビジネスに運搬し、処理するものとする。

　　㈱千葉環境ビジネスに運搬し、処理するものとする。

　　㈱千葉環境ビジネスに運搬し、処理するものとする。
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詰所

車庫

物置棚３段

ケイ酸カルシウム板t6　目透し

外　壁

軒　天　井

基　礎

土間・スロープ

屋　外　階　段

室　名

車　庫

ト　イ　レ

押　入

詰　所
複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞt12 ナラ塗装品

垂木、野地板現し　

カラー鉄板t0.35瓦棒葺き

コンクリート打放し

土間コンクリートt120　ワイヤーメッシュ3.2*100*100　金鏝仕上げ

鉄骨　溶融亜鉛メッキ仕上げ

土間コンクリート　金鏝仕上げ

磁器質50角タイル

畳敷き　ラワン合板T-1t9下地

ラワン合板T-1t9

ケイ酸カルシウム板t12　目透し 物置棚(3段)

ケイ酸カルシウム板t6　目透しケイ酸カルシウム板t12　目透し

腰壁　陶器質100角タイル

石膏ボードt12下地　

クロス貼り(防火1級)

ラワン合板T-1t5.5

クロス貼り(防火1級)

石膏ボードt9下地　

ラワン合板T-1t5.5

流し台、コンロ台

棚板　2段

床 内　壁 天　井 備　考

窯業系サイディングt11横張　防火構造認定品

※窯業系サイディングt11、ケイ酸カルシウム板t12、t6・石膏ボードt12、t9、クロスには石綿の含有なし

　S=1/100・1/150（A3）

　≪仕上げ表≫

１階、２階平面図・断面図、仕上げ表

１階平面図　1/100 ２階平面図　1/100

断面図　1/50

殿廻消防機庫解体工事

屋　根

外　部　仕　上　げ

内　部　仕　上　げ

2
1
0

土間

(既存残し)

トイレ

物置棚３段

詰所

押入

車庫

(解体撤去)

(解体撤去)

(解体撤去)

階段
鉄骨

(解体撤去)

(解体撤去)

(解体撤去)

給排水設備（解体撤去）

(解体撤去)

(解体撤去)

(解体撤去)

立上り部（解体撤去）
既存部分補修

２

２

便槽撤去・埋戻し

ﾋｭｰﾑ管撤去600φ-1m*2個

既存部分補修
立上り部（解体撤去）

既存部分補修
立上り部（解体撤去）

(既存残し)
土間 (既存残し)

土間

(解体撤去・支障する樹木伐採)
ホースタワー


